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北
杜
市
須
玉
町
の
金
山
平
に
１
つ
の
顕
彰
碑
が

あ
る
。
日
本
に
西
洋
流
登
山
が
普
及
し
始
め
た
こ

ろ
、
奥
秩
父
を
登
山
の
対
象
と
し
て
世
に
紹
介
し

た
木
暮
理
太
郎
の
業
績
を
し
の
び
、
顕
彰
し
よ
う

と
岳
人
や
地
元
の
熱
意
で
建
て
ら
れ
た
碑
で
あ

る
。
除
幕
式
を
兼
ね
た
第
１
回
木
暮
祭
が
開
か
れ

た
の
は
１
９
６
０
（
昭
和
３５
）
年
１０
月
。
以
来
、

毎
年
続
け
ら
れ
て
今
年
、５０
回
の
節
目
を
迎
え
る
。

木
暮
理
太
郎
は
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
、
群

馬
県
の
太
田
市
生
ま
れ
。東
京
帝
大
を
中
退
後
、東

京
市
史
の
編
纂
に
携
わ
り
、
生
涯
を
こ
の
事
業
に

か
け
た
。
生
家
か
ら
見

え
る
秩
父
の
山
並
み
に

あ
こ
が
れ
、
若
い
と
き

か
ら
登
山
に
親
し
み
、

北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル

プ
ス
に
先
駆
的
な
足
跡

を
残
す
一
方
で
、
自
ら

名
付
け
た
奥
秩
父
に
田
部
重
治
ら
と
足
繁
く
通

い
、�
秩
父
時
代
�
と
も
い
え
る
時
代
を
築
き
、
そ

の
魅
力
を
紹
介
し
続
け
た
。
敗
戦
間
近
い
１
９
４

４
（
昭
和
１９
）
年
５
月
７
日
、
７１
歳
の
生
涯
を
閉

じ
た
。

７
回
忌
に
当
た
る
１
９
５
０
（
昭
和
２５
）
年
、

木
暮
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
た
霧
の
旅
会

な
ど
ゆ
か
り
の
人
た
ち
が
、
金
山
平
の
奥
に
あ
る

岩
に
記
念
の
レ
リ
ー
フ
を
埋
め
込
み
、
命
日
に
集

ま
っ
て
翁
を
し
の
ん
で
き
た
。
し
か
し
１
９
５
４

（
同
３４
）
年
８
月
の
台
風
７
号
に
よ
っ
て
レ
リ
ー

フ
の
岩
が
傾
き
、周
囲
の
木
々
も
倒
れ
、

無
惨
な
姿
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
知
っ
た
日
本
山
岳
会
、
石
楠

花
山
岳
会
、
霧
の
旅
会
、
山
梨
県
山
岳

連
盟
、
日
本
山
岳
会
山
梨
支
部
、
増
富

ラ
ジ
ウ
ム
峡
観
光
協
会
、
須
玉
町
観
光

協
会
が
木
暮
碑
委
員
会
を
つ
く
り
再
建

に
乗
り
出
し
た
。
場
所
は
レ
リ
ー
フ
の

岩
よ
り
下
で
、
有
井
館
の
上
。
山
道
が

通
っ
て
い
て
、
そ
こ
だ
け
平
地
に
な
っ

て
い
て
木
も
ま
ば
ら
。
金
峰
山
が
良
く

見
え
た
。
日
本
山
岳
会
山
梨
支
部
の
三

井
松
男
さ
ん
、
山
梨
県
山
岳
連
盟
の
百

瀬
舜
太
郎
さ
ん
、
増
富
の
八
巻
恭
介
さ

ん
ら
が
中
心
に
な
っ
て
寄
付
金
を
集

め
、
碑
文
や
石
の
選
定
な
ど
に
取
り
か

か
っ
た
。

碑
は
大
谷
石
で
重
さ
約
２
�
。
表
に

胸
像
の
レ
リ
ー
フ
と
プ
レ
ー
ト
、
裏
に
日
本
山
岳

会
の
日
高
信
六
郎
会
長
に
よ
る
由
緒
書
き
。
八
巻

さ
ん
に
よ
る
と
落
合
か
ら
予
定
地
ま
で
人
力
で
持

ち
上
げ
た
。
運
び
終
わ
っ
た
と
き
、
誰
と
も
な
く

バ
ン
ザ
イ
の
声
が
挙
が
っ
た
と
い
う
。

碑
の
除
幕
式
を
兼
ね
た
第
１
回
木
暮
祭
は
昭
和

３５
年
１０
月
８
、
９
の
両
日
、
開
か
れ
た
。
出
席
者

は
日
高
さ
ん
、
霧
の
旅
会
の
神
谷
恭
さ
ん
、
石
楠

花
山
岳
会
の
星
野
さ
ん
ら
県
外
か
ら
１
０
０
人
、

地
元
か
ら
三
井
さ
ん
、
百
瀬
さ
ん
、
八
巻
さ
ん
、

県
警
本
部
長
、
県
観
光
課
長
ほ
か
山
岳
・
地
元
関

係
者
が
２
０
０
人
も
参
加
し
た
。
木
暮

翁
の
長
女
・
木
暮
美
枝
子
さ
ん
が
除
幕

し
、
尾
崎
喜
八
さ
ん
が
翁
を
讃
え
る
詩

を
朗
読
。
真
っ
盛
り
の
紅
葉
に
彩
ら
れ

た
碑
前
か
ら
は
真
っ
青
な
秋
空
に
金
峰

山
の
五
丈
岩
が
く
っ
き
り
と
そ
び
え
て

い
た
。
こ
の
様
子
は
若
き
高
室
陽
二
郎

記
者
（
現
県
岳
連
名
誉
会
長
）
に
よ
っ
て
山
梨
日

日
新
聞
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
。

以
来
、毎
年
１０
月
に
木
暮
祭
は
行
わ
れ
、今
年
が

５０
回
を
迎
え
る
。一
方
、翁
ゆ
か
り
の
人
た
ち
は
５

月
の
命
日
前
後
に
碑
前
祭
を
続
け
て
き
た
。
し
か

し
関
係
者
の
物
故
や
高
齢
化
で
２
０
０
５
（
平
成

１７
）
年
、
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
日
本
山
岳
会
山

梨
支
部
が
木
暮
祭
へ
の
１
本
化
を
決
め
て
い
る
。

木
暮
翁
は
多
く
の
山
に
足
跡
を
残
し
、
晩
年
は

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
研
究
に
も
力
を
注
い
だ
。
特
に
田
部

重
治
と
奥
秩
父
に
頻
繁
に
通
い
、「
奥
秩
父
」
の
呼

称
を
広
め
、
登
山
史
に
い
う
�
秩
父
時
代
�
を
築

い
た
。
西
洋
流
登
山
の
先
鋭
的
思
想
で
は
な
く
、

日
本
の
登
山
の
歴
史
を
大
事
に
し
た
静
的
登
山
、

山
と
の
一
体
化
を
求
め
た
登
山
だ
っ
た
。

木
暮
翁
は
金
峰
山
に
つ
い
て
こ
う
書
い
て
い

る
。「
木
曽
御
岳
で
も
、
駒
ケ
岳
で
も
、
絶
え
ず
さ

さ
や
か
な
、
そ
れ
で
い
て
直
ぐ
心
の
（
８
面
へ
）
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つ
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暮
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太
郎
の
顕
彰
碑
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７
月
２５
、
２６
日
、
第
６４
回
国
民
体
育
大
会
山
岳

競
技
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場

は
千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
校
。
校
舎
の
吹
き
抜
け

に
あ
る
高
さ
１５
ｍ
の
リ
ー
ド
壁
と
幅
１２
ｍ
４
面
の

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
壁
は
、
規
模
、
形
状
と
も
に
素
晴

ら
し
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
舞
台
と
し
て
申
し
分

な
い
も
の
だ
っ
た
。

ル
ー
ル
は
概
ね
昨
年
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
国
体

を
踏
襲
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
大
き
な
変
更
と
し

て
今
年
か
ら
競
技
中
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
着
用
が
義
務

付
け
ら
れ
、
ル
ー
ル
と
し
て
明
記
さ
れ
た
点
が
あ

っ
た
。
各
県
２
人
の
選
手
が
同
じ
服
装
で
競
技
を

す
る
こ
と
は
、
意
外
に
も
違
和
感
が
な
い
ば
か
り

か
、
チ
ー
ム
競
技
で
あ
る
こ
と
を
選
手
・
観
客
双

方
が
意
識
で
き
、
連
帯
感
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ

っ
た
。
こ
れ
も
ア
ス
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
成

熟
し
て
い
く
課
程
の
、
１
つ
の
姿
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

ま
た
競
技
水
準
に
つ
い
て
も
そ
れ
は
言
え
、
リ

ー
ド
競
技
は
少
年
女
子
が
５
・
１２
ｃ
、
成
年
女
子

は
５
・
１２
ｄ
。
少
年
男
子
に
至
っ
て
は
５
・
１３
ｃ

と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
さ
で
（
去
年
は
５
・
１３
ａ
）、

昨
年
出
場
し
て
い
た
選
手
た
ち
も
さ
ら
に
練
習
を

積
ん
で
上
達
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。
選

手
の
多
く
が
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
こ
と

を
考
え
て
も
、
こ
の
先
さ
ら
な
る
水
準
の
ア
ッ
プ

は
必
至
で
あ
る
。

山
梨
チ
ー
ム
の
成
績
は
、
少
年
女
子
で
は
安
田

あ
と
り
が
実
力
を
発
揮
し
て
リ
ー
ド
・
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
と
も
に
個
人
１
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
ペ
ア

の
河
野
明
理
も
な
ん
と
か
個
人
１１
位
に
踏
み
と
ど

ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
少
年
女
子
チ
ー
ム
は
３

位
に
食
い
込
み
、
見
事
本
国
体
へ
の
切
符
を
手
に

し
た
。特
に
競
技
歴
の
浅
い
河
野
の
が
ん
ば
り
は
、

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
監
督
の
熱
心
な
指
導
抜
き
に

は
あ
り
え
な
か
っ
た
。安
田
監
督
に
感
謝
し
た
い
。

昨
年
の
大
分
国
体
で
活
躍
し
た
縄
重
未
来
を
擁

す
る
成
年
女
子
チ
ー
ム
は
不
調
に
終
わ
り
６
位
。

少
年
男
子
チ
ー
ム
の
最
終
結
果
も
６
位
で
あ
っ
た

が
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
若
尾
龍
隆
が
あ
れ
よ
あ

れ
よ
の
完
登
劇
の
末
に
１
位
を
も
ぎ
と
り
、
会
場

を
湧
か
せ
て
く
れ
た
。
世
界
大
会
で
も
活
躍
す
る

新
田
龍
海
（
神
奈
川
）
ら
を
超
え
る
登
り
が
で
き

る
選
手
は
そ
う
そ
う
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
彼

は
わ
ず
か
１
年
半
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
歴
で
こ
の
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
た
わ
け
で
、
若
人
の
可
能
性
は

無
限
大
で
あ
る
。

新
潟
国
体
は
１０
月
３
～
５
日
の
日
程
で
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
少
年
女
子
チ
ー
ム
、
そ
し
て

成
年
男
子
チ
ー
ム
（
内
藤
聡
・
畑
野
克
実
ぺ
ア

監
督
・
渡
辺
晴
彦
）を
ぜ
ひ
応
援
い
た
だ
き
た
い
。

【
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
成
績
】

▽
成
年
女
子
（
縄
重
未
来
・
戸
田
希
ペ
ア

監

督
・
島
勇
樹
）
リ
ー
ド
６
位
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
６

位
、
総
合
６
位
▽
少
年
男
子
（
若
尾
龍
隆
・
田
中

慎
一
ペ
ア

監
督
・
村
松
久
徳
）
リ
ー
ド
７
位
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
４
位
、総
合
６
位
▽
少
年
女
子（
安

田
あ
と
り
・
河
野
明
理
ペ
ア

監
督
・
安
田
賢
）

リ
ー
ド
３
位
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
３
位
、
総
合
３
位

安
田
、
悔
し
い
４
位

ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
カ
ッ
プ

今
年
も
富
山
県
砺
市
桜
ケ
池
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
カ
ッ
プ
が
８
月
１３
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
数
は
男
女
あ
わ
せ
て
２
４
６
人
と
い
う

マ
ン
モ
ス
ス
コ
ン
ペ
に
、
山
梨
県
か
ら
は
過
去
最

多
の
８
選
手
が
参
戦
。エ
ー
ス
の
安
田
あ
と
り（
芦

川
中
）
は
、
予
選
を
１
位
で
通
過
し
た
も
の
の
、

決
勝
で
は
上
部
で
デ
マ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
足
が
触
れ

る
ミ
ス
を
お
か
し
て
４
位
。
記
録
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
１
位
尾
上
と
１
手
差
の
高
度
ま
で
登
っ
て
い

た
だ
け
に
悔
や
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

他
の
選
手
は
、
残
念
な
が
ら
す
べ
て
予
選
通
過

な
ら
ず
。
今
回
で
ユ
ー
ス
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
卒
業
す

る
縄
重
未
来
（
県
立
大
）
も
１１
位
と
、
決
勝
枠
１０

人
に
惜
し
く
も
残
れ
な
か
っ
た
。
総
合
優
勝
は
男

子
が
沼
尻
拓
磨
（
茨
城
・
上
郷
高
）、女
子
は
尾
上

彩
（
埼
玉
・
南
中
）
だ
っ
た
。

【
男
子
】
▽
田
中
慎
一
（
韮
崎
工
高
）
ユ
ー
ス

Ａ

３０
位
▽
丸
山
浩
（
韮
崎
工
高
）
ユ
ー
ス
Ａ

５７
位
▽
花
田
貴
大
（
須
玉
中
）
ユ
ー
ス
Ｂ

３１
位

【
女
子
】
▽
縄
重
未
来
（
県
立
大
）
ジ
ュ
ニ
ア

１１
位
▽
河
野
明
理
（
山
梨
高
）
ユ
ー
ス
Ａ

２３

位
▽
安
田
あ
と
り
（
芦
川
中
）
ユ
ー
ス
Ｂ

４
位

（
総
合
４
位
）
▽
花
田
莉
奈
（
須
玉
中
）
ユ
ー
ス

Ｂ

３２
位

※
ジ
ュ
ニ
ア
（
１８
、
１９
歳
）
ユ
ー
ス
Ａ
（
１６
、

１７
歳
）
ユ
ー
ス
Ｂ
（
１１
～
１５
歳
）

安
田
・
河
野
が
本
大
会
へ

国
体

予
選

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
若
尾
１
位

新
潟
国
体
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
少
年
女
子
の
安
田
あ
と
り（
上
）、
河
野
明
理（
下
）
ペ
ア
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黒
川
山
・
鶏
冠
山

チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山

８２
人
が
楽
し
む

８
月
９
日
、
山
梨
百
名
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
を

黒
川
山
・
鶏
冠
山
（
１
７
１
６
ｍ
）
で
実
施
し
た
。

参
加
は
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
８２
人
。
標
高
差
約
２

５
０
ｍ
、
所
要
時
間
約
５
時
間
の
山
行
を
無
事
終

了
し
た
。

エ
ル
ク
を
７
時
に
出
発
。
甲
府
駅
で
残
り
の
参

加
者
を
乗
せ
、
お
よ
そ
１
時
間
半
程
で
柳
沢
峠
に

到
着
。
す
で
に
郡
内
か
ら
の
人
た
ち
が
待
っ
て
い

た
。
駐
車
場
で
秋
山
泉
会
長
が
「
楽
し
い
山
行
を

し
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

各
班
ご
と
に
準
備
運
動
を
行
い
黒
川
山
・
鶏
冠

山
を
目
指
す
。
昨
夜
の
大
雨
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
木
の
葉
が
あ
ち
こ
ち
に
堆
積
し
て
い

た
。
こ
の
山
は
東
京
都
の
水
道
水
源
林
と
し
て
東

京
都
水
道
局
が
管
理
し
、
登
山
道
も
定
期
的
に
補

修
さ
れ
、
指
導
標
な
ど
も
真
新
し
く
立
派
な
も
の

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
登
山
道
以
外
に
森
林
浴
用

の
コ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

広
葉
樹
林
帯
の
中
を
ゆ
っ
く
り
と
野
鳥
の
さ
え

ず
り
や
セ
ミ
の
声
を
聞
き
な
が
ら
歩
く
事
も
時
と

し
て
い
い
の
で
は
と
思
い
な
が
ら
歩
を
進
め
た
。

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
キ
ハ
ダ
の
大
木
を
眺

め
な
が
ら
山
頂
を
目
指
す
。

黒
川
山
頂
に
１１
時
半
ご
ろ
着
い
た
。
ガ
ス
で
視

界
は
良
く
な
く
、
ま
た
山
頂
が
狭
い
た
め
、
少
し

戻
っ
た
と
こ
ろ
で
昼
食
と
し
た
。
汗
を
か
い
て
腹

の
す
い
た
時
の
お
に
ぎ
り
は
格
別
だ
っ
た
。
そ
の

後
鶏
冠
山
へ
。
山
頂
に
は
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
そ

の
横
は
の
ぞ
き
込
め
ば
足
が
す
く
む
よ
う
な
絶
壁

で
あ
る
。
目
的
を
達
成
し
全
員
無
事
柳
沢
峠
に
戻

っ
た
。

最
近
、
中
高
年
の
遭
難
が
多
い
。
無
理
を
せ
ず

自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
楽
し
い
山
行
を
心
が
け
た

い
と
思
う
。

（
山
梨
メ
ー
プ
ル
ク
ラ
ブ

河
野
邦
次
）

警
察
官
ら
２３
人
が
参
加

初
級
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
習
会

０９
年
度
初
級
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
習
会
は
６
月
６

日
、
小
瀬
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
場
で
開
い
た
。
警
察

官
６
人
、
山
梨
大
学
山
岳
部
１３
人
、
そ
の
他
１
人
、

白
鳳
会
３
人
の
２３
人
が
参
加
し
た
。

８
の
字
結
び
か
ら
始
ま
り
、セ
カ
ン
ド
の
確
保
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
懸
垂
降
下
な
ど
を
行
っ
た
。
最
後

は
競
技
副
委
員
長
の
渡
辺
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
の

で
、
学
生
は
小
瀬
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
場
使
用
認
定

試
験
を
受
け
た
。
１６
時
終
了
予
定
が
１７
時
ま
で
か

か
っ
た
。

（
遭
難
対
策
委
員
長

植
松
一
好
）

昨
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
「
山
梨
県
希
少
野
生

動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
山

岳
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
も
大
幅
に
変
化
し
た
。
本

年
度
は
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
報
告
書
の
精
査
を

目
的
に
自
然
保
護
委
員
会
枠
の
山
岳
レ
イ
ン
ジ
ャ

ー
を
設
け
、
合
わ
せ
高
山

植
物
学
習
会
と
し
て
実
施

し
た
。
講
師
は
委
員
会
メ

ン
バ
ー
の
渡
辺
真
悟
、
遠

山
若
枝
、
荒
木
陽
一
の
３

人
に
お
願
い
し
た
。

第
１
回
は
５
月
１６
日
に

八
ケ
岳
の
川
俣
川
（
地
獄

谷
）
の
「
定
経
路
調
査
」

と
し
て
実
施
し
、
１０
団
体

計
３４
人
が
参
加
し
た
。
特

に
多
数
の
会
と
山
梨
大
学

９
人
の
参
加
は
、
高
山
植

物
の
勉
強
に
取
り
組
む
意

欲
と
意
識
の
高
ま
り
を
実

感
し
た
。
川
俣
川
林
道
沿
い
の
樹
木
は
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
よ
る
皮
は
ぎ
被
害
が
目
立
ち
、
今
後
食
害
の

進
行
が
懸
念
さ
れ
る
。
第
１
堰
堤
で
講
師
に
よ
る

説
明
の
後
、
ク
モ
イ
コ
ザ
ク
ラ
の
開
花
状
況
を
観

察
し
た
。
生
育
は
左
岸
沿
い
の
み
に
限
ら
れ
、
下

流
で
は
満
開
、
上
流
に
は
残
雪
も
あ
っ
た
せ
い
か

５
分
咲
き
も
見
ら
れ
た
。

第
２
回
は
７
月
１１
、
１２
日
に
北
岳
の
二
俣
～
草

す
べ
り
～
頂
上
の
コ
ー
ス
で
「
定
経
路
調
査
」
�

�
�
を
調
査
し
、
８
団
体
計
１８
人
が
参
加
し
た
。

１２
日
は
鶴
城
山
岳
会
の
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
業
務
に
同

行
し
勉
強
し
た
。
大
樺
沢
は
例
年
に
比
べ
残
雪
が

多
く
、
全
般
的
に
高
山
植
物
の
開
花
が
遅
れ
て
い

た
。
草
す
べ
り
の
食
害
は
シ
シ
ウ
ド
、
イ
タ
ド
リ
、

ア
ザ
ミ
な
ど
に
限
ら
れ
、
好
み
が
確
認
さ
れ
た
。

ル
ー
ト
上
の
希
少
種
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
に
準
ず
る
ミ
ヤ
マ
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
、
ク
ロ

ユ
リ
、
オ
ヤ
マ
ノ
エ
ン
ド
ウ
な
ど
が
確
認
さ
れ
、

本
年
度
か
ら
は
可
能
な
範
囲
で
報
告
書
に
記
載
す

る
事
に
し
た
。

こ
の
高
山
植
物
学
習
会
は
毎
年
実
施
し
、
通
算

１４
回
を
数
え
た
。
講
師
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、

山
梨
岳
連
全
体
の
資
質
向
上
に
寄
与
し
た
と
思
わ

れ
る
。
今
後
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

（
自
然
保
護
委
員
長

磯
野
澄
也
）

北岳の大樺沢二俣で研修する山岳レインジャー

八ヶ岳と北岳で

レインジャー研修

自然保護委員会

チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
の
参
加
者

山 梨 岳 連 （第７７号）（３）２００９．９．１
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ナンガ・パルバット（パキスタン）

井口 功（樅の木山岳会）

キリマンジャロ（タンザニア）

川島 万里子（高根山岳会）

作
品
は
１８
人
か
ら
７７
点
が
寄
せ
ら
れ
た
。
海
外

登
山
の
普
及
を
反
映
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
カ
ラ
コ
ル

ム
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
、
ア
ン
デ
ス
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
力
作
が
多
か
っ
た
。
山
岳
写
真
家
・
上

野
巌
さ
ん
、
小
沢
委
員
長
ら
が
審
査
し
、
表
紙
を

含
む
７
点
の
作
品
を
選
ん
だ
。

採
用
作
品
は
▽
表
紙

「
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ

ト
」
井
口
功
さ
ん
（
樅
の
木
山
岳
会
）
▽
１
・
２

月

「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
」
川
島
万
里
子
さ
ん
（
高

根
山
岳
会
）
▽
３
・
４
月

「
マ
ナ
ス
ル
」
平
松

久
美
夫
さ
ん
（
日
本
山
岳
会
山
梨
支
部
）
▽
５
・

６
月

「
ア
ン
ナ
・
プ
ル
ナ
南
峰
」
上
野
巌
さ
ん

（
嶺
朋
ク
ラ
ブ
）
▽
７
・
８
月

「
フ
ィ
ッ
ツ
ロ

イ
」
小
野
田
久
美
子
さ
ん
（
山
梨
メ
ー
プ
ル
ク
ラ

ブ
）
▽
９
・
１０
月

「
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
タ
」
三

枝
昌
彦
さ
ん
（
樅
の
木
山
岳
会
）
▽
１１
・
１２
月

「
タ
ム
セ
ル
ク
」
早
川
義
傍
さ
ん
（
嶺
朋
ク
ラ
ブ
）

の
７
人
の
力
作
。

印
刷
部
数
は
１
０
０
０
部
。
定
価
は
１
部
１
５

０
０
円
。
そ
の
月
の
日
の
出
、
日
の
入
り
時
刻
、

満
月
、
新
月
、
主
な
生
物
季
節
指
標
、
２４
節
季
、

登
山
関
連
行
事
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。（
掲
載
写
真

は
カ
レ
ン
ダ
ー
に
す
る
際
、ト
リ
ミ
ン
グ
し
ま
す
）

マナスル（ネパール）

平松 久美夫（日本山岳会山梨支部）

２
０
１
０
年
カ
レ
ン
ダ
ー
「
世
界
の
山
」

川
島
さ
ん
ら
の
作
品
採
用

カレンダー委員会（小沢利一委

員長）は、「世界の山」をテーマに

した２０１０年岳連カレンダーの掲載

作品を選定した。１０月７日の理事

会で配布する。

表表 紙紙１１・・２２月月

３３・・４４月月

２００９．９．１（４）山 梨 岳 連 （第７７号）



ア
ン
ナ
・
プ
ル
ナ
南
峰
（
ネ
パ
ー
ル
）

上
野

巌
（
嶺
朋
ク
ラ
ブ
）

ムスターグ・アタ（中国）

三枝 昌彦（樅の木山岳会）

フィッツ・ロイ（アルゼンチン・チリ）

小野田 久美子（山梨メープルクラブ）

タムセルク（ネパール）

早川 義傍（嶺朋クラブ）

５５・・６６月月

７７・・８８月月

９９・・１１００月月

１１１１・・１１２２月月

山 梨 岳 連 （第７７号）（５）２００９．９．１



早
川
の
ボ
ル
ダ
ー
群

「
賽
の
河
原
」初
登

山
梨
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

岳
連
の
中
で
は
競
技
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
、
さ
ぞ
か
し
人
工
壁
が
好
き
な
の
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
が
ち
な
の
だ
が
、
普
段
は
静
か
な
山
中
で

岩
を
登
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
。
特
に
早
川
流

域
に
点
在
す
る
ボ
ル
ダ
ー
群
は
、
そ
の
美
し
さ
と

処
女
性
に
魅
せ
ら
れ
て
も
う
１０
年
も
通
っ
て
い

る
。５

年
前
の
夏
、
ユ
ウ
ス
ケ
（
佐
藤
）
と
黒
桂
河

内
を
遡
行
し
た
際
、
転
付
峠
か
ら
早
川
へ
下
っ
た

と
こ
ろ
の
側
壁
に
、
ひ
と
き
わ
黒
い
壁
面
を
目
に

し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
岩
は
１
９
９
４
年

こ
ろ
東
京
の
ク
ラ
イ
マ
ー
に
よ
っ
て
登
ら
れ
た

「
柴
ト
ラ
（
注
）」
な
る
ト
ラ
バ
ー
ス
課
題
が
１
つ

だ
け
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
だ
が
、
地
味
な
印

象
も
加
わ
っ
て
実
際
に
チ
ョ
ー
ク
を
印
し
た
の
は

２
０
０
６
年
２
月
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

ラ
イ
ン
は
１
１
０
度
に
前
傾
し
た
幅
約
１２
ｍ
の

壁
。チ
ャ
ー
ト
特
有
の
エ
ッ
ジ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、

中
間
は
そ
れ
が
ギ
リ
ギ
リ
の
間
隔
で
連
続
し
て
い

る
。
核
心
部
は
予
想
以
上
に
難
解
で
厳
し
い
ム
ー

ブ
だ
っ
た
が
、
手
こ
ず
り
な
が
ら
も
登
り
終
え
る

と
、
こ
れ
は
相
当
ユ
ニ
ー
ク
な
課
題
と
い
う
こ
と

が
理
解
で
き
た
。
３０
手
に
及
ぶ
ト
ラ
バ
ー
ス
と
い

う
、
他
で
は
あ
ま
り
お
目
に
か
か
れ
な
い
タ
イ
プ

の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
、
グ
レ
ー
ド
は
初
段
＋
／
５

・
１２
ｃ
ｄ
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。
柴
ト
ラ
は
、
こ
の

地
を
代
表
す
る
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
と
し
て
の
価
値
を

有
し
た
素
晴
ら
し
い
課
題
だ
っ
た
。

柴
ト
ラ
が
登
れ
た
後
、
私
は
未
登
と
思
わ
れ
る

壁
面
上
部
に
目
を
や
っ
た
。
被
っ
て
い
た
泥
や
コ

ケ
を
落
と
し
て
み
る
と
、
ホ
ー
ル
ド
に
な
り
そ
う

な
凹
凸
が
現
れ
、
２
０
０
７
年
の
冬
か
ら
は
こ
れ

ら
派
生
す
る
新
た
な
ラ
イ
ン
の
開
拓
を
本
格
的
に

開
始
。
５
級
／
５
・
１０
＋
か
ら
２
段
／
５
・
１３
ａ

の
課
題
を
８
本
ほ
ど
を
追
加
し
て
い
っ
た
の
だ

が
、
い
よ
い
よ
残
っ
た
最
後
の
１
本
が
厳
し
か
っ

た
。
こ
の
ラ
イ
ン
は
、
指
先
が
裂
け
そ
う
な
細
か

い
エ
ッ
ジ
を
引
き
つ
け
る
６
手
の
パ
ー
ト（
２
級
）

に
続
い
て
、
柴
ト
ラ
の
核
心
部
を
超
え
る
ま
で
１２

手
の
ト
ラ
バ
ー
ス
（
初
段
）。こ
こ
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
ム
ー
ブ
で
一
気
に
４
ｍ
を
直
上
（
１
級
）

し
た
後
、
そ
こ
か
ら
は
る
か
１
・
６
ｍ
頭
上
の
ス

ロ
ッ
ト
状
ホ
ー
ル
ド
に
ジ
ャ
ン
プ
（
３
級
）
し
て

終
わ
る
２６
手
の
課
題
だ
。
特
に
最
後
の
ラ
ン
ジ
は

恐
ろ
し
く
、
パ
ン
プ
か
ら
来
る
弱
気
の
虫
に
ジ
ャ

ン
プ
の
精
度
を
乱
さ
れ
て
、
恐
怖
の
フ
ォ
ー
ル
を

何
度
も
味
わ
っ
た
。

仕
事
柄
ト
ラ
イ
は
出
勤
前
の
朝
の
時
間
帯
に
限

ら
れ
、
わ
ず
か
１
回
の
ト
ラ
イ
で
引
き
返
す
日
も

あ
っ
た
。
そ
し
て
５
日
目
だ
っ
た
か
、
と
あ
る
平

日
の
朝
。
そ
の
日
は
た
ま
た
ま
仲
間
が
一
緒
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時

期
に
し
て
は
冷
た
く
乾
い
た
風
も
味
方
し
て
く
れ

て
、
私
は
無
事
登
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

で
も
地
面
に
降
り
立
つ
と
、
前
腕
は
い
つ
も
の
よ

う
に
焦
げ
付
く
よ
う
に
熱
く
怒
張
し
て
、
鋭
い
エ

ッ
ジ
で
皮
を
え
ぐ
っ
た
の
か
、
右
手
の
指
先
か
ら

は
勢
い
よ
く
血
が
流
れ
て
い
た
。

グ
レ
ー
ド
は
３
段
／
５
・
１３
ｂ
ｃ
。
ム
ー
ブ
が

詰
ま
っ
た
個
性
的
な
課
題
と
し
て
完
成
で
き
た
こ

と
に
と
て
も
満
足
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
完

登
ト
ラ
イ
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
回
し
て
い
た
。

youtube

に
ア
ッ
プ
し
て
あ
る
の
で
、
興
味
が
あ

る
方
は
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
（http

://w
w
w
.

youtube.com
/w

atch?v=
O
９
vT

ybu５
E
uY

）。

課
題
の
名
は
「
賽
の
河
原
」
と
名
付
け
た
。
三

途
の
川
に
住
む
子
供
が
、
供
養
の
た
め
に
石
を
積

ん
で
も
積
ん
で
も
最
後
に
鬼
に
崩
さ
れ
る
と
い
う

話
は
、
幼
少
の
頃
盆
の
話
と
し
て
よ
く
聞
か
さ
れ

た
が
、
こ
の
課
題
の
完
登
ま
で
に
も
、
厳
し
い
ム

ー
ブ
を
つ
な
げ
つ
な
げ
た
最
後
に
力
つ
き
る
経
験

を
幾
度
も
す
る
う
ち
、
そ
ん
な
話
を
思
い
出
し
て

自
分
に
重
ね
合
わ
せ
て
み
た
。

w
ikipedia

で
【
賽
の
河
原
】
を
引
い
て
み
る
と

「
報
わ
れ
な
い
努
力
、
徒
労
の
意
で
も
使
用
さ
れ

る
。
し
か
し
そ
の
子
供
た
ち
は
、
最
終
的
に
は
地

蔵
菩
薩
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
と
さ
れ
る
」
と
あ

る
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
し
か
り
。
コ
ツ
コ
ツ
石
を

積
ん
で
こ
そ
、
真
の
悦
び
に
た
ど
り
着
け
る
の
だ

と
改
め
て
思
わ
せ
て
く
れ
る
課
題
だ
っ
た
。

（
山
森

政
之
）

【
注
】
課
題
名
の
由
来
は
お
そ
ら
く
「
柴
田
ト

ラ
バ
ー
ス
」
の
略

山
梨
大
が
６０
周
年
式
典

記
念
誌
も
発
刊

山
梨
大
山
岳
会
（
川
隅
典
雄
会
長
）
は
６
月
１３

日
、
甲
府
・
ニ
ュ
ー
芙
蓉
で
創
立
６０
周
年
記
念
式

典
を
開
く
と
と
も
に
、
記
念
誌
「
会
報

３
号
」

を
発
刊
し
た
。

式
典
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
現
役
部
員
ら
７０
人
が
出

席
し
た
。
同
会
の
創
立
は
、
新
制
大
学
が
ス
タ
ー

ト
し
た
直
後
の
１
９
４
９
（
昭
和
２４
）
年
６
月
。

昭
和
２０
年
代
後
半
か
ら
３０
年
代
に
か
け
て
は
厳
冬

期
南
ア
ル
プ
ス
全
山
縦
走
、
厳
冬
期
の
塩
見
岳
バ

ッ
ト
レ
ス
な
ど
、冬
山
に
果
敢
な
足
跡
を
記
し
た
。

川
隅
会
長
は
「
過
去
の
伝
統
を
振
り
返
り
、
登
山

技
術
の
向
上
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

記
念
誌
は
Ａ
４
判
、
１
０
２
�
。
あ
い
さ
つ
、

思
い
出
、
登
山
年
表
、
資
料
・
半
世
紀
前
の
山
日

記
な
ど
の
構
成
。
年
表
は
、
創
立
か
ら
数
年
間
は

当
時
の
部
員
か
ら
の
資
料
提
供
、
以
降
は
連
絡
誌

「
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｔ
」
を
元
に
、
昭
和
２４
年
か
ら

平
成
２０
年
の
記
録
を
収
録
し
た
。
山
日
記
は
、
２４

年
か
ら
３２
年
に
か
け
て
の
５
人
の
登
山
記
録
を
再

現
し
た
。
貴
重
な
内
容
が
多
い
。

ま
た
創
立
前
後
の
思
い
出
を
高
室
陽
二
郎
岳
連

名
誉
会
長
が
寄
せ
て
い
る
。
戦
後
間
も
な
く
の
大

学
山
岳
部
の
若
々
し
い
姿
が
描
か
れ
て
い
て
、
一

読
の
価
値
が
あ
る
。

山

行

記

録

早川沿いの岩に挑む

２００９．９．１（６）山 梨 岳 連 （第７７号）



●
…
天
野
、佐
藤
さ
ん
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ピ
ラ
ー
登
攀

天
野
和
明
さ
ん
（
明
大
Ｏ
Ｂ
、
甲
州
市
出
身
）

と
佐
藤
祐
介
さ
ん
（
鶴
城
山
岳
会
、
甲
府
市
）
ら

３
人
が
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
ス
パ
ン
テ
ィ
ー
ク
（
７

０
２
８
ｍ
）
に
あ
る
難
壁
ゴ
ー
ル
デ
ン
ピ
ラ
ー
の

登
攀
に
成
功
し
た
。

３
人
は
６
月
上
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
遠

征
。
７
月
９
日
か
ら
５
日
間
、
壁
に
挑
戦
し
た
。

当
初
は
未
踏
の
北
東
面
に
挑
む
予
定
だ
っ
た
が
、

セ
ラ
ッ
ク
な
ど
の
危
険
が
大
き
く
、
イ
ギ
リ
ス
隊

が
登
っ
た
初
登
ル
ー
ト
に
変
更
し
た
。

雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
途
中
で
コ
ン
ロ
を

落
と
し
て
し
ま
う
な
ど
悪
条
件
の
中
を
登
り
切
っ

た
。「
こ
れ
し
か
な
い
と
い
う
芸
術
的
な
ル
ー
ト
だ

っ
た
」
と
言
う
。
３
人
は
来
年
も
カ
ラ
コ
ル
ム
の

未
踏
ル
ー
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

●
…
佐
藤
祐
介
さ
ん
が
野
口
賞
受
賞

鶴
城
山
岳
会
の
佐
藤
祐
介
さ
ん
が
、
山
梨
日
日

新
聞
社
・
山
梨
放
送
の
野
口
賞
を
受
賞
し
た
。

同
賞
は
山
日
・
Ｙ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
が
郷
土
研

究
、
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
部
門
で
、
１
年

間
に
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
個
人
・
団
体
に
贈
る

も
の
。
佐
藤
さ
ん
は
２
０
０
８
年
の
マ
ッ
キ
ン
リ

ー
連
続
登
攀
、
天
野
さ
ん
ら
と
の
カ
ラ
ン
カ
北
壁

初
登
攀
が
対
象
に
な
っ
た
。
山
岳
関
係
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
渡
辺
玉
枝
さ
ん
、
天
野
さ
ん
、
故
加
藤

慶
信
さ
ん
が
受
賞
し
て
い
る
。

●
…
３
日
間
で
百
名
山
一
斉
登
頂
へ

御
坂
山
岳
会
（
羽
田
政
人
会
長
）
は
、
創
立
６０

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
１０
月
１０
～
１２
日
、

会
員
総
参
加
で
山
梨
百
名
山
一
斉
登
頂
を
目
指
す

ユ
ニ
ー
ク
な
登
山
を
行
う
。

期
間
は
１０
日
零
時
か
ら
１２
日
２４
時
ま
で
の
７２
時

間
で
、全
１
０
０
座
に
登
頂
し
よ
う
と
い
う
計
画
。

会
員
２
人
で
パ
ー
テ
ィ
ー
（
場
合
に
よ
っ
て
は
単

独
も
）
を
組
み
、
登
山
す
る
。
富
士
吉
田
市
内
に

ア
マ
無
線
の
基
地
局
を
置
き
、
登
頂
者
氏
名
、
時

刻
、
天
気
な
ど
を
報
告
。
登
頂
写
真
と
記
録
を
６０

周
年
記
念
誌
に
掲
載
す
る
。

同
会
は
２
０
１
０
（
平
成
２２
）
年
４
月
２９
日
に

６０
周
年
を
迎
え
る
。

理

事

会

報

告

■
６
月
度
理
事
会

２
０
０
９
年
６
月
３
日
午
後
７
時
～

県
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

○
協
議
事
項

１

常
任
理
事
及
び
各
正
副
委
員
会
委
員
長
に
つ

い
て
決
定

２

山
梨
百
名
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
に
つ
い
て

８
月
９
日
（
日
）
黒
川
山
・
鶏
冠
山

ス
タ

ッ
フ
は
７
月
時
に
募
集

３

体
育
功
労
者
表
彰
等
の
推
薦
に
つ
い
て

執
行
部
一
任
に
よ
り
秋
山
教
之
副
会
長
に

４

そ
の
他

岳
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
訂
（
山
森
、野
田
、

望
月
、
渡
辺
ほ
か
）
が
取
り
組
む

県
体
育
祭
り
は
実
行
委
員
会
方
式
に
し
７
月

に
打
ち
合
わ
せ

■
７
月
度
理
事
会

７
月
１
日
午
後
７
時
～

甲
府
市
総
合
市
民
会

館
○
協
議
事
項

１

山
梨
百
名
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
に
つ
い
て

８
／
１

Ｐ
Ｍ
７
時
～

事
前
学
習
会

２

岳
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

使
い
方
の
講
習
会
実
施
予
定
。
委
員
会
ご
と

の
参
画
を
願
う

３

そ
の
他

自
然
公
園
指
導
員
の
推
薦
は
、
前
回
と
同
じ

磯
野
（
甲
府
昭
和
）
太
田
（
雪
稜
）
の
２
人

■
８
月
度
理
事
会

８
月
５
日
午
後
７
時
～

甲
府
市
総
合
市
民
会

館
○
協
議
事
項

１

山
梨
百
名
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
に
つ
い
て

７８
人
参
加
予
定

２

岳
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

８
月
中
旬
に
講
習
会
実
施
。
後
日
、
詳
細
を

メ
ー
ル
す
る

３

県
体
育
祭
り
山
岳
競
技

９
月
２０
日
（
日
）
小
瀬
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
場

参
加
費
を
徴
収
す
る
方
向
。
次
回
に
競
技
委

員
会
が
詳
細
決
定

４

そ
の
他

岳
連
合
同
研
修
会
の
日
程

１１
月
７
日（
土
）

～
８
日
（
日
）
三
ツ
峠

活

動

記

録

６
月
１
日

会
報
７６
号
発
行

３
日

理
事
会
（
甲
府
市
）

６
日

遭
難
対
策
委
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
習

会
（
甲
府
市
・
白
山
）

１２
日

岳
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
討
会
（
甲
府

市
）

２０
、
２１
日

日
山
協
国
際
委
員
総
会（
静
岡
）

２７
、
２８
日

日
山
協
遭
難
対
策
委
員
総
会

（
埼
玉
）

７
月
１
日

理
事
会
（
甲
府
市
）

４
日

第
５
回
山
の
博
覧
会
（
甲
府
市
）

５
日

県
自
然
保
護
大
会
（
甲
斐
市
）

１０
日

２
０
１
０
年
カ
レ
ン
ダ
ー
用
山
岳
写

真
募
集
締
め
切
り

１１
、
１２
日

自
然
保
護
委
・
高
山
植
物
学
習

会
（
北
岳
）

２５
日

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
認
定
講
習
会
（
小
瀬

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
場
）

２５
、
２６
日

第
６４
回
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
山
岳
競
技
会
（
千
葉
）

２９
日

自
然
保
護
委
員
会
（
甲
府
市
）

８
月
１
日

山
梨
山
の
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
事
前

学
習
会
（
甲
府
市
）

５
日

理
事
会
（
甲
府
市
）

９
日

山
梨
山
の
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
（
黒

川
山
・
鶏
冠
山
）

１７
日

岳
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
説
明
会

（
甲
府
市
）

行

事

予

定

９
月
１
日

会
報
７７
号
発
行

２
日

理
事
会
（
甲
府
市
）

２０
日

県
体
育
祭
山
岳
競
技
（
小
瀬
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
場
）

２６
日

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
認
定
講
習
会
（
小
瀬

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
場
）

３０
日

自
然
保
護
委
員
会
（
甲
府
市
）

１０
月
７
日

理
事
会
・
２
０
１
０
年
カ
レ
ン
ダ
ー

配
布
（
甲
府
市
）

３
～
５
日

第
６４
回
国
民
体
育
大
会
山
岳
競

技
（
新
潟
）

１７
、
１８
日

第
５０
回
木
暮
祭
（
増
富
・
金
山

平
）

中
旬

山
岳
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
報
告
書
作
成
検

討
会
（
甲
府
市
）

１１
月
１
日

関
東
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技
会
（
東
京
）

４
日

理
事
会
（
甲
府
市
）

７
、
８
日

第
９
回
岳
連
委
員
会
合
同
研
修

会
（
三
ツ
峠
）

２８
日

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
認
定
講
習
会（
小
瀬
）

２５
日

自
然
保
護
委
員
会
（
甲
府
市
）

１２
月
２
日

理
事
会
（
甲
府
市
）
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平
衡
が
破
れ
る
や
う
な
、
不
安
に

襲
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
で
あ

る
の
に
金
峰
山
の
頂
上
で
は
、
岩
に
登
っ
た
り
草

に
寝
こ
ろ
ん
だ
り
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持

で
、
ぼ
ん
や
り
空
を
眺
め
て
ゐ
る
自
分
を
見
出
し

た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
た
る
相
違
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
金
峰
山
こ
そ
は
、
そ
の
当
時
の
私
に

と
っ
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
山
で
あ
っ
た
に
違
ひ
な

か
っ
た
。
味
は
う
こ
と
を
教
へ
て
呉
れ
た
山
、
懐

し
い
金
峰
山
、
こ
れ
が
秩
父
か
ら
最
初
に
受
け
た

私
の
忘
れ
難
い
印
象
で
あ
る
」。
ま
た
金
峰
山
を

「
男
の
中
の
男
、
裸
百
貫
の
貫
禄
」
と
表
現
し
た

（
い
ず
れ
も
「
山
の
想
ひ
出
」）。

最
近
の
中
高
年
や
若
い
女
性
の
登
山
ブ
ー
ム
の

背
景
に
は
、山
や
自
然
に
癒
し
求
め
る
姿
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
先
鋭
的
な
西
洋
流
登
山
で
は
な
く
、
日

本
的
、
木
暮
的
な
静
的
登
山
の
姿
が
あ
る
。
没
後

６５
年
。
登
山
の
変
化
は
、
木
暮
流
登
山
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。第
５０
回
木
暮
祭
は
、

木
暮
流
の
登
山
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
は
せ
る
機

会
で
も
あ
る
。

今
年
は
１０
月
１７
、
１８
日
の
日
程
で
開
催
す
る
。

１７
日
は
前
夜
祭
と
し
て
午
後
４
時
か
ら
リ
ー
ゼ
ン

ヒ
ュ
ッ
テ
で
記
念
講
演
や
懇
親
会
、
１８
日
は
午
後

１
時
か
ら
碑
前
で
献
花
な
ど
の
式
典
を
行
う
。
ま

た
正
午
か
ら
は
、
地
元
観
光
協
会
が
キ
ノ
コ
ほ
う

と
う
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
。

真
剣
に
取
り
組
み

楽
し
む
ク
ラ
イ
ム
を

こ
の
春
、
山
梨
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
と
い
う
名
称
で

新
し
い
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
主
体
の
ク
ラ
ブ
組
織
の
必

要
性
は
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
岳
連
加
盟

の
承
認
も
い
た
だ
け
た
こ
と
で
最
高
の
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
会
員
も
少
な

く
、
活
動
も
ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
で
す
が
、
メ
ン

バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
い
の
で
本
格
的
な

始
動
も
間
近
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
１０
年
ほ
ど
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
愛
好

者
人
口
は
年
々
右
肩
上
が
り
の
曲
線
を
描
き
、
比

例
し
て
そ
の
競
技
水
準
も
天
井
知
ら
ず
の
勢
い
で

伸
び
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
若
い
ク
ラ
イ
マ
ー
の

驚
く
べ
き
ス
キ
ル
の
高
さ
を
、
皆
さ
ん
耳
（
目
）

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

私
の
感
じ
て
い
た
問
題
は
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導
的
立
場
に
い
る
べ
き
人
材
が
、
競
技
団
体
で

あ
る
は
ず
の
山
岳
連
盟
内
で
不
足
し
て
い
る
こ
と

に
あ
り
ま
し
た
。
選
手
経
験
も
競
技
志
向
も
な
い

ク
ラ
イ
マ
ー
が
競
技
会
を
運
営
す
る
。
考
え
て
み

れ
ば
お
か
し
な
話
な
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
に
誰

し
も
気
が
付
き
な
が
ら
、
新
興
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
潮
流
を
岳
連
に
引
き
込
む
策
を
と

ら
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
慢
性
的
な
人
材
不
足
と

岳
連
会
員
の
世
代
の
不
均
衡
に
も
拍
車
を
か
け
る

結
果
を
招
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
一
旦
岳
連
外
で
活
動
し
て
い

る
ク
ラ
イ
マ
ー
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、
ル
ー
ト

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
技
能
に
秀
で
た
人
、
各
種
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
資
格
の
取
得
を
望
む
人
や
、
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
イ
マ
ー
へ
の
指
導
に
熱
心
な
人
な
ど
、
指
導

者
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
実
力
と
人
格
を
持
ち
あ
わ
せ
た
人
が
少
な
か

ら
ず
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
に
岳
連
の
競
技
事
業
と
業
務

に
直
接
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
最
も
健
全
な

姿
で
あ
り
、
最
善
の
方
法
と
い
う
の
が
私
の
持
論

な
の
で
す
が
、
彼
ら
は
登
山
自
体
に
は
興
味
が
な

い
場
合
が
多
く
、
山
岳
会
へ
の
入
会
を
勧
め
る
に

は
難
し
い
実
情
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
人
た

ち
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ス
タ
イ
ル
を
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
ら
れ
る
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
で
は
な
い
か

と
い
う
結
論
に
達
し
、
同
志
３
人
の
ク
ラ
イ
マ
ー

と
と
も
に
結
成
し
た
の
が
山
梨
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
と
い
う
わ
け
な
の
で
す
。

創
設
会
員
は
私
の
他
に
安
田
賢
（
４０
）
と
内
藤

聡
（
３３
）
の
２
人
。
そ
れ
ぞ
れ
競
技
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
選
手
・
指
導
者
の
経
験
が
豊
富
で
、
内
藤
は

岩
場
・
イ
ン
ド
ア
両
方
の
フ
リ
ー
ク
ラ
ミ
ン
グ
を

１０
数
年
に
わ
た
っ
て
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る

仲
間
で
あ
り
、
県
内
屈
指
の
優
れ
た
ク
ラ
イ
マ
ー

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
、
岳
連
内
の
事
業
に
携

わ
る
の
に
即
戦
力
と
し
て
期
待
す
る
と
と
も
に
、

ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
中
で
も
大
き
な
存
在
と

な
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

勝
手
な
事
情
を
い
ろ
い
ろ
と
書
き
ま
し
た
が
、

山
梨
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
理
念
は
極
め
て
単

純
で
す
。「
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
仲
間
と
一
緒

に
真
剣
に
取
り
組
み
、
心
底
楽
し
む
」。
フ
ィ
ー
ル

ド
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
１
人
ひ
と
り
が
成
長

を
実
感
で
き
る
よ
う
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
続
け
る

こ
と
が
私
た
ち
の
理
念
の
骨
子
で
す
。
ま
た
ク
ラ

イ
マ
ー
と
し
て
の
成
長
は
、
良
い
ル
ー
ト
と
の
出

会
い
の
み
な
ら
ず
、
良
い
仲
間
に
巡
り
会
え
る
か

ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
新
し
い
仲
間
を
広
く
募
り
、
良
き

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
仲
間
が
出
会
い
、
は
ぐ
く
み
合
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
目
指
し
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
山
森

政
之
）

（
１
面
か
ら
）山山

梨梨
クク
ララ
イイ
ママ
ーー
ズズ
クク
ララ
ブブ
がが
加加
盟盟

フリークライミングを楽しむ会員

２００９．９．１（８）山 梨 岳 連 （第７７号）


